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１月１１日（日） 瀬戸内町駅伝競走大会 広報せとうち（２）

平
成
２７
年
年
頭
の
あ
い
さ
つ

～
自
然
・
文
化
を
生
か
し
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
～

瀬
戸
内
町
長

房

克
臣

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
町
政
の

推
進
に
多
大
な
る
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、
衆
議
院
議

員
補
欠
選
挙
並
び
に
衆
議
院

議
員
総
選
挙
が
執
行
さ
れ
、

本
町
ご
出
身
の
金
子
万
寿
夫

先
生
が
、
見
事
ご
当
選
さ
れ

ま
し
た
。
町
民
と
共
に
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
奄
美
群
島
の
発
展
を

支
え
て
き
た
奄
振
法
が
成
立

し
、
地
元
の
熱
望
し
て
い
た

新
た
な
交
付
金
制
度
の
創
立

が
認
め
ら
れ
、
航
空
航
路
運

賃
軽
減
事
業
等
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

更
に
、
念
願
で
あ
り
ま
し

た
陸
上
自
衛
隊
誘
致
に
つ
い

て
は
、
昨
年
８
月
１２
日
に
前

防
衛
副
大
臣
武
田
良
太
先
生

を
は
じ
め
防
衛
省
関
係
者
が

来
町
さ
れ
、
警
備
部
隊
、
地

対
艦
誘
導
弾
ミ
サ
イ
ル
部
隊

（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
約
２００
人
の
部
隊

配
備
が
決
定
し
ま
し
た
。
本

町
に
と
り
ま
し
て
は
、
長
年

の
悲
願
で
あ
っ
た
陸
上
自
衛

隊
の
配
備
と
い
う
新
た
な
歴

史
の
１
ペ
ー
ジ
を
築
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
賜
物
と
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成

３０

年
度
の
部
隊
開

隊
に
向
け
て
、
駐
屯
地
建
設

整
備
や
防
衛
施
設
周
辺
対
策

事
業
等
を
推
進
し
、
本
町
経

済
の
活
性
化
と
産
業
振
興
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。
更
に
、

大
規
模
災
害
等
へ
の
対
応
強

化
に
つ
な
が
り
、
町
民
が
「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
大
い

に
貢
献
で
き
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。さ

て
今
年
は
、
念
願
で
あ

り
ま
し
た
網
野
子
ト
ン
ネ
ル

が
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

交
通
安
全
の
確
保
・
利
便

性
・
防
災
対
策
・
救
急
医
療

の
効
果
な
ど
、
更
に
は
、
交

流
人
口
の
増
加
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
加
計
呂
麻
島
の
観

光
拠
点
施
設
と
し
て
「
加
計

呂
麻
島
展
示
・
体
験
交
流
館

（
仮
称
）
」
や
、
特
産
品
販
売

施
設
と
し
て
「
加
計
呂
麻
物

産
館
（
仮
称
）
」
を
建
設
し
、

今
年
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。
更
に
、
新
船
「
フ

ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
」
の
建
造

を
進
め
、
平
成
２８
年
度
就
航

へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
加
計
呂
麻
島
の
観

光
・
農
林
水
産
業
等
の
振
興
、

更
に
は
、
交
通
手
段
体
制
の

整
備
等
に
よ
り
、
地
域
活
性

化
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。「
文
化
会
館
（
仮
称
）
」

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

２７
年
度
か
ら
着
工
し
、
平
成

２８
年
度
完
成
を
目
指
し
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
町
の
長
期

振
興
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）

に
基
づ
き
、
町
独
自
の
特
性

を
生
か
し
た
各
種
事
業
や

「
奄
美
・
琉
球
世
界
自
然
遺

産
登
録
」
に
向
け
て
、
国
・

県
と
協
力
し
な
が
ら
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
し
て
、
町
政
運
営
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
先
人
か

ら
引
き
継
い
だ
自
然
・
文

化
・
歴
史
さ
ら
に
「
結
の
こ

こ
ろ
」
を
大
切
に
、
新
た
な

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新

し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。



広報せとうち（３） １月１１日（日）  瀬戸内町駅伝競走大会

新
年
の
ご
挨
拶

瀬
戸
内
町
議
会
議
長

安

和

弘

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
康
で
、
希

望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

常
日
頃
よ
り
温
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
衷
心
よ
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

議
会
活
動
、
ま
た
、
議
長
公

務
に
精
励
す
る
こ
と
が
で
き

地
域
の
振
興
・
充
実
に
微
力

を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
め
ま
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
議
会
そ
し
て

官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
陸
上
自

衛
隊
の
配
備
が
、
昨
年
八
月

に
正
式
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

人
口
増
加
に
よ
る
経
済
効
果

は

も

ち

ろ

ん

、

災

害

・

緊
急
時
の
迅
速
な
対
応
等
に

大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

わ
が
国
の
景
気
低
迷
は
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
ほ
ど
長
期
に
わ
た
っ
て
続

い
て
お
り
、
現
政
権
に
よ
る

早
期
の
景
気
回
復
が
望
ま
れ

ま
す
が
、
今
後
は
国
が
掲
げ

る
「
地
方
創
生
」
を
生
か
し

た
、
地
域
の
特
性
と
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
施
策
の
提

言
を
、
町
当
局
と
議
会
、
そ

し
て
住
民
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
六
年
度
の
奄
美

群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法

の
改
正
に
よ
り
、
奄
美
群
島

振
興
交
付
金
が
創
設
さ
れ
、

交
付
金
を
活
用
し
た
群
島
民

の
航
路
航
空
運
賃
や
、
農
作

物
の
輸
送
費
等
の
軽
減
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
奄
美
成
長
戦

略
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
各

種
産
業
振
興
に
向
け
た
、
活

力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
の

た
め
、
本
町
の
特
性
を
生
か

し
、
効
率
的
に
実
施
す
る
体

制
づ
く
り
が
肝
要
と
考
え
ま

す
。町

議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

町
内
各
種
団
体
及
び
、
町
内

国
県
の
機
関
と
の
意
見
交
換

会
等
で
頂
い
た
貴
重
な
意
見

や
提
言
、
ま
た
議
員
・
町
職

員
か
ら
の
提
言
書
を
適
時
か

つ
有
効
に
生
か
す
べ
く
、
町

行
政
と
一
体
と
な
っ
て
行
財

政
改
革
を
推
進
し
、
町
政
の

安
定
を
図
る
と
共
に
議
決
機

関
と
し
て
も
的
確
か
つ
迅
速

な
政
策
判
断
を
進
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
を
契
機
に
、
内
外
の

社
会
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も

十
名
の
議
会
議
員
、
一
丸
と

な
っ
て
町
民
の
負
託
に
応
え
、

住
民
福
祉
の
向
上
、
す
べ
て

の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
社
会
を
目
指

し
、
年
の
初
め
に
志
し
た
計

画
・
信
念
に
基
づ
い
て
懸
命

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
実
り
多
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し

ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

瀬
戸
内
町
教
育
委
員
会

教
育
長

森
山

力
藏

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新

年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。新

春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

瀬
戸
内
町
の
一
層
の
発
展
と

子
ど
も
達
の
幸
せ
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
町
教
育
行
政
推

進
に
対
し
ま
し
て
、
町
民
の

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
ご

支
援
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
ま

し
て
、
本
町
の
教
育
行
政
の

取
組
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

本
町
の
教
育
行
政
の
基
本

目
標
で
あ
り
ま
す
「
二
十
一

世
紀
に
生
き
る
心
豊
か
な
人

づ
く
り
」
を
目
指
し
、「
未
来

に
生
き
る
確
か
な
学
力
」
、

「
生
き
る
喜
び
を
育
む
生
涯

学
習
」
、
「
郷
土
の
心
を
伝
え

る
文
化
活
動
」
を
力
点
と
し
、

諸
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。学

校
教
育
の
充
実
と
し
て
、

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
も
の

に
「
学
力
向
上
」
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て
学

力
は
「
生
き
る
力
」
の
根
幹

を
な
し
、
少
子
高
齢
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
、

変
化
が
激
し
く
不
透
明
な
社

会
情
勢
で
あ
っ
て
も
、
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な

思
考
力
や
判
断
力
等
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
学
力
向
上
対
策
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
教

職
員
の
研
修
を
充
実
さ
せ
て

「
子
ど
も
が
わ
か
る
授
業
」

を
確
立
す
る
こ
と
を
第
一
に
、

町
内
の
児
童
生
徒
全
員
の
学

力
が
向
上
す
る
よ
う
各
学
校

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
町
で
は
、
少
人
数
学
級

・
小
規
模
校
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
地
域
ぐ

る
み
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

体
育
面
で
は
、
恵
ま
れ
た

自
然
と
地
理
的
環
境
を
活
か

し
た
体
験
学
習
と
し
て
「
遠

泳
大
会
」「
大
島
海
峡
板
付
け

舟
横
断
」
等
で
体
力
・
気
力

を
向
上
さ
せ
、
自
然
の
中
で

「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」

の
育
成
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

文
化
面
で
は
、
個
に
応
じ

た
指
導
の
徹
底
、
複
式
学
級

に
お
け
る
指
導
法
の
研
究
、

郷
土
文
化
体
験
学
習
、
学
習

発
表
会
、
文
化
祭
、
本
町
で

毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
中

学
校
弁
論
・
英
語
暗
唱
大
会

も
益
々
充
実
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

未
就
学
児
に
お
け
る
運
動

能
力
の
向
上
と
し
て
、
プ

レ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
事

業
、
児
童
を
対
象
と
し
た
夏

休
み
水
泳
教
室
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ま
ん

て
ん
」
な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育
の
分
野
で
は
、

公
民
館
講
座
や
自
主
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
学
習
活
動
の
充
実
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
中
心

と
し
た
各
種
大
会
、
い
き
い

き
健
康
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る
健

康
増
進
活
動
や
文
化
活
動
も

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
最
高
学
府

で
あ
る
県
立
古
仁
屋
高
等
学

校
に
つ
い
て
は
、
古
仁
屋
高

等
学
校
振
興
対
策
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
ふ
る
さ
と
留
学

扶
助
費
交
付
、
生
徒
通
学
費

等
補
助
交
付
並
び
に
各
種
検

定
試
験
等
受
験
助
成
等
、
魅

力
あ
る
施
策
を
打
ち
出
し
新

入
学
生
の
確
保
、
在
校
生
の

学
力
・
資
質
向
上
に
町
民
一

丸
と
な
り
、
知
恵
を
出
し
あ

い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
、
人
間
性
豊
か

で
た
く
ま
し
く
活
力
に
満
ち
、

生
き
生
き
と
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教

育
風
土
の
構
築
と
充
実
を
目

指
し
て
、
そ
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
も
新
し
い
年
が
希
望
に
輝

き
、
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。



創立８４周年 

広報せとうち（５） １月１１日（日）瀬戸内町駅伝競走大会

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋399番地1 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 

 http://koniya.edu.pref.kagoshima.jp/ 自主自立   敬愛和協   明朗端正   勤勉誠実 

「
古
仁
屋
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
」

野
球
部
顧
問

竹
山
英
輔

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
鹿
児
島
県
で
は
、

高
校
再
編
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
隅
で
、

３
つ
の
高
校
が
統
合
と
な
っ
た
の
は
、
つ
い

最
近
の
出
来
事
で
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
古

仁
屋
で
も
こ
の
こ
と
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

も
し
、
古
仁
屋
高
校
が
廃
校
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
瀬
戸
内
町
は
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
で
し
ょ
う
か
。
雇
用
（
仕
事
）
が
な
く
な

り
、
消
費
が
な
く
な
り
ま
す
。
当
然
、
仕
事

が
な
く
な
れ
ば
、
若
者
の
流
出
は
避
け
て
通

れ
な
い
事
実
で
す
。
将
来
、
シ
マ
に
帰
っ
て

き
た
い
若
者
の
帰
れ
る
場
所
が
な
く
な
り
ま

す
。奄

美
大
島
に
高
校
が
あ
る
の
は
奄
美
市
と

瀬
戸
内
町
だ
け
で
す
。
高
校
の
な
い
他
の
町

や
村
を
想
像
す
れ
ば
、
高
校
が
な
い
町
の
在

り
方
は
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。先

日
、
今
年
度
の
中
学
３
年
生
（
瀬
戸
内

町
）
の
進
学
希
望
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
古
仁
屋
高
校
を
希
望
す
る
中
学
生
は

半
分
強
で
し
た
。
こ
の
現
実
を
我
々
職
員
は

真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
も
古
仁
屋
高
校PR

の
た
め
、
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

瀬
戸
内
町
民
と
し
て
、
私
は
古
仁
屋
高
校

を
残
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人

で
も
多
く
の
中
学
生
が
古
仁
屋
に
残
っ
て
、

古
仁
屋
の
町
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
力
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
へ
、
地
域
の
み
な
さ
ん
で
声
掛
け
を
し
て

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

３年１組（舞台発表・劇） 

個性を生かした配役！『古仁屋食堂』

３年２組（舞台発表・劇） 

見どころいっぱい、『赤点太郎』 

２年１組（舞台発表・映像ダンス） 

スリル満点の演技「スリラー」 

１年１組（展示）

ペーパークラフトで世界遺産を再現

１年２組（展示）

圧巻の三面モザイクアート（写真は右側）

書道部（舞台発表）

「感謝」をテーマに、迫力あるパフォーマンス

「どぅしぐゎの集い」 第６０回 古仁屋高校文化祭 開催  

１１月１日（土） に第６０回文化祭が開催されました。限られた時間、少人数ながら準備・練習を重ね、当日はどの団

体も素晴らしい発表ができました。ＰＴＡ食物バザー（うどん・カレー）は今年も大盛況。ご協力ありがとうございました。 

一
年
生

企
業
見
学
・
郷
土
研
修

(

十
一
月
十
一
日(

火))奄美パーク 

合 総合展示・一村美術館で充実したひと時を過ごしました。・。

九州電力龍郷発電所 

電力の発電方法等を学びました。

株式会社 大島紬村 

大島紬の製造工程にみんな興味津々でした。



１ 原付・軽二輪・小型二輪  

平成２７年度から、標準税率を約１.５倍(最低２,０００円)に引上げ。 

２ 軽四輪車等(三輪以上の軽自動車) 

①  平成２７年度以降の新規取得車の標準税率について、自家用乗用車は１.５倍。その他

は農業者・中小企業者等の負担を考慮し約１.２５倍に引上げ(既存車は据置き)

②  平成２８年度分から、最初の新規検査から１３年を経過した軽四輪車等について、標

準税率の概ね２０％の重課を導入。(既存車・新車を問わない)

３ 小型特殊自動車(農作業用・その他) 

平成２７年度から、農作業用を１.5倍・その他は1.25倍に引上げ 

★「フェリーかけろま」・「定期船せとなみ」 乗務員・・・若干名

○ 資   格・・・船員経験者優遇，大型船舶免状六級海技士以上優遇 

○ 募集期間・・・平成 27 年 1 月 30 日まで 

○ ※ご希望の方は、電話連絡の上、履歴書をご郵送ください。 

○ ※詳細については，下記へお問合せ下さい。 

１月１１日（日）  瀬戸内町駅伝競走大会       広報せとうち(６) 

軽自動車税の見直し（平成２６年度税制改正） 

瀬戸内町役場 まちづくり観光課 船舶交通係

瀬戸内町古仁屋大湊 26-14-2F ℡ 0997（72）4560 

～ 船 舶 乗 務 員 募 集 ～ 

平成 27 年 10 月自動車 

取得税廃止予定 

現　行

1,000
1,200

1,600
2,500

軽二輪 2,400
小型二輪 4,000

1,600
4,700

（単位：円）

　125㏄超 250㏄以下
　250㏄超

区　　分 平成２７年度以降 平成２８年度以降

原動機付
自転車

　50㏄以下
　50㏄超 90㏄以下

　90㏄超 120㏄以下
　ミニカー(三輪以上)

2,000　（2.00倍）

3,600　（1.50倍）
6,000　（1.50倍）

2,000　（1.67倍）

2,400　（1.50倍）
3,700　（1.48倍）

営業用

自家用

（既存車は据置き）
　新車　　 3,900　　　（現行の1.26倍）

　13年超　4,600　　　（新車の1.18倍）

三　　輪 3,100

乗　用

貨物用

四　輪
以　上

（既存車は据置き）

　新車　　 6,900　　　（現行の1.25倍）
　13年超　8,200　　　（新車の1.19倍）

（既存車は据置き）
　新車　　 10,800　　（現行の1.26倍）

　13年超　12,900　　（新車の1.19倍）
（既存車は据置き）

5,500

7,200

3,000

4,000

営業用

自家用

小型特殊
自動車

　農作業用
　その他

2,400　（1.50倍）
5,900　（1.25倍）

　新車　　 3,800　　　（現行の1.27倍）
　13年超　4,500　　　（新車の1.18倍）

（既存車は据置き）
　新車　　 5,000　　　（現行の1.25倍）

　13年超　6,000　　　（新車の1.20倍）



「１１０番」通報は警察への緊急電話です！！ 

１１０番いち早く，いそがず慌てず，れい静に 

～ １月１０日は，「１１０番の日」です！ ～

 県内の１１０番通報は，すべて鹿児島県警察本部の通信指令室につながり，年間約１０万件，

１日あたり約２７０件の通報があります。

１１０番は，皆さんの身近で事件・事故が発生した場合等の緊急ダイヤルで，警察が少しでも早

く取り組まなければならない通報は年々増加しています。

１１０番通報は緊急通報専用電話です。緊急性のない「相談ごと」や「お問い合わせ」は，警察

総合相談電話「♯９１１０」又は瀬戸内警察署にお電話してください。

事件・事故を迅速に解決するためには，皆さんからの正確な通報が必要です。 

  １１０番通報のポイントは・・・       

 １ 何がありましたか。(事件・事故)  ４ 犯人を見ましたか。

 ２ 場所はどこですか。        ５ いま，どうなっていますか。

 ３ いつごろですか。         ６ あなたのお名前，住所，電話番号は。

※携帯電話からの１１０番通報は，場所によって途切れる場合があるので，感度の良い場所から 

移動しないで通報してください。 

また，県境付近では，隣県の警察本部につながる場合がありますが，転送するなどして対応いた

しますので警察官の指示に従ってください。      

【日 程】 平成２７年１月２０日（火）２１日（水）２２日（木）の３日間 

      受付時間 午前８時～１０時（午前中のみ） 

【場 所】 瀬戸内町中央公民館  

【対象者】 ≪特定健診≫ 国民健康保険加入の30歳～74歳の方 

≪長寿健診≫ 75歳以上の後期高齢者 

【健診・検診の内容】 

○特定健診（身体計測・検尿・血圧・採血・腹囲・心電図） 

○長寿健診（身体計測・検尿・血圧・採血・心電図） 

○大腸がん検診（容器を持ち帰り、後日、便を採取して提出） 

○前立腺検査（採血） 

○肝炎ウイルス検査（採血） 

【得トクポイント】 特定健診：３ポイント、長寿健診：１ポイントの付与 

≪情報提供≫ のお願い 

  職場で健診済みの方、定期的に病院を受診し採血をされている方で健診を受診しない方

は、検査結果等の情報をご提供ください。（40～74歳の方のみ） 

連絡先：役場 保健福祉課 保健予防係 ℡０９９７－７２－１１２２ 

広報せとうち(７)       １月１１日（日）  瀬戸内町駅伝競走大会           

けんこう便り 

瀬戸内警察署からのお願いです！！ 

今年度 最後の特定健診・長寿健診 ラストチャンス です



「難病の患者に対する医療等に関する法律」の施行に伴い、平成２７年１月から難病にかかる「新

たな医療費助成制度」が始まります。 

○助成対象が56疾患から約300疾患に段階的に拡大されます。 

○月額自己負担限度額の金額・算定方法が変わります。 

○医療費助成が受けられるのは、県が指定する「指定医療機関」が行う 

特定医療に限られます。 

※新たな医療費助成制度に係る手続きの詳細などについては、県ホーム 

ページをご覧いただくか、下記までお問い合せください。 

▽問い合わせ先 

 県難病相談・支援センター 電話 099(218)3134 

 または、最寄りの保健所  電話 0997(52)5411 (名瀬保健所) 

１月１１日（日） 瀬戸内町駅伝競走大会 広報せとうち(８) 

難病にかかる「新たな医療費助成制度」が始まります 



広報せとうち(９)   １月１１日（日）  瀬戸内町駅伝競走大会

平成27年度 建設工事等の指名願い受付について 

下記により建設工事、測量・建設コンサルタント・地質調査等の入札参加資格審査申請の
受付を行います。 

記 
１．受付期間：平成27年２月2日(月)～平成27年３月３１日(火) ※消印有効

２．提出書類：様式はＡ４判仕様のファイルとじとし、提出書類には番号順にインデックス  

（見出し）を施して下さい。 

(1) 建設工事について 

① 建設工事入札参加資格審査申請書 

② 建設業許可通知書写し 

③ 建設業許可申請書写し(添付書類を含む) 

※  前年度より継続で申請する場合は添付書類は不要。ただし、前回申請後に更新を 

行なった場合は一式の提出が必要。 

④ 経営事項審査結果通知書（経営規模等評価・総合評定値）写し 直近のもの

※注 全工種に経営事項審査の受審を義務付けておりますので、受注を希望する工種に 

ついて全て経営事項審査を受けてください。 

⑤ 経営事項審査申請書写し 

⑥ 工事経歴書写し (直前２事業年度) 

⑦ 登記簿謄本 (法人)  

⑧ 身分証明書（個人事業者） 

⑨ 印鑑証明書（法人・個人事業者） 

⑩ 町税等納税証明書（法人は役員全員添付）※注 本町関係分の事業所及び全役員分 

⑪ 各種料金の納付確認及び納付状況等調査承諾書 ※注 本町関係分の事業所及び全役員分

⑫ 労災保険料納入証明書写し 

⑬ 雇用保険料納入証明書写し 

⑭ 建設業退職金共済事業加入・履行証明書写し 

⑮ 消費税及び地方消費税納税証明書（その３） 

⑯ 社会保険料納入確認書（Ｈ.26.1月～26.12月分） 

⑰ 技術職員名簿（町内事業者のみ）※注 最新のもの 

⑱ 特例浄化槽工事業者届出書写し（該当事業者）

⑲ 年間委任状（該当事業者） 

⑳ 個人住民税に係る特別徴収実施確認・開始誓約書(町内事業者のみ)  

(2) 測量・建設コンサルタント・地質調査等については国土交通省統一様式とします。 

３．その他 

(1) 瀬戸内町に本社又は営業所を置く事業者の方は、平成２７年度分の受付となります。 

 その他町外事業者の方は、平成２７・２８年度の２箇年分の受付となります。 

(2) 各種証明書等については、提出日３ヶ月以内に発行されたものに限ります。 

(3) 提出後、提出書類の内容に変更・更新が生じた場合は、速やかに変更の届出をして下さい。

(4) 受領書、受付書等が必要な場合は提出書類に同封して下さい。（様式自由） 

 (5) ①、⑪、⑰、⑳の様式は、本町のホームページ（暮らし・手続き→各種手続き→入札・

契約関係）よりダウンロード出来ますのでご利用ください。 

○ 提出及び問い合わせ先 

〒894-1592 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津２３番地 

瀬戸内町役場 建設課 管理係    Tel  0997-72-1111(内線147) 
0997-72-1197(直通) 



筆責 堀 晃 

 カトク集落に美術館ができた。イキサツや細かい経緯はこの際ドーでもいいが、それにつけ

てもアクセスの悪い場所だこと。 

 文字通り「辺ぴで静かで小さな」通称「カトク美術館」・・・美術館と呼ぶにはあまりにも

小じんまりした廃校利用だ。荒れ果てていた建物が、十年前に「創作空間ムンユスィ」に変わ

り、今は二人の作家が製作している。海側の二部屋分が美術館になった。おこがましく町起こ

しや人集めのハタを振り回すつもりは全くない。静かな集落で、真摯な芸術と大自然との融合

の場でありたい。 

 昨年、集落の協力で実現した「奄美シンポジウム・・・芸術豊年祭」に参加した本土各地か

らの作家に、島内外の作家十名が加わり、結晶のように貴重な作品を寄せてくれた・・・どこ

に出しても胸を張れる傑作と力作ぞろいだ。 

 入場料は無料だが、カンパの木箱が置いてある。館の

維持費の足しになれば・・・。集落の収入になれば・・・。

休館日もカギもないから、年中オープンだ。クーラーは

ないけど、センスのいいウチワが置いてある。部屋は狭

いけど内容が広い。かなり古いけどソートー新しい。セ

ルフ方式のミュージアムショップも楽しい。サイコーの

ハイコーかも。 

 キマリごとや運営の先々の不安など、ややこしいこと

は言いっこなし。受付はアカショービン、展示係はクロウサギの精神だ。雨上がりに、ごく自

然に水たまりが出来たようなものだ、と考えたい。トキが経てば建物は朽ち果てる。雨が漏っ

てネズミに齧られる日が必ずやって来る。収蔵品もダメになる。作品を寄贈した作家も、美術

館作りに精を尽くしたシマンチュも、応援した教育委員会の人もいなくなる。水たまりは消え

る。けれど水に映った青空だけは残るのだ。 

 いつも自然は自然のままだ。星と月と木々の美しさは変わらない。すべてが神サマの思し召

しだとしたら仕方がない。ヒトも村も美術館もバッタも同じ、消え去る前に腹いっぱい楽しめ、

と神サマがのたまっている。  

 少年少女の遠足みたいに弁当お水筒を持って。カトクの川原でおにぎりを頬張るとメッチャ

楽しいよ、清流で手と足とココロも洗って・・・その日が朝から晴れますように。 

１月１１日（日）  瀬戸内町駅伝競走大会    広報せとうち(１０)



広報せとうち(１１)         １月１１日（日） 瀬戸内町駅伝競走大会       

日 月 火 水 木 金 土

１月 2015年(平成27年)　せとうち情報カレンダー

1 2 3

10

11 12
◎笑顔教室（清水）

13
○ぽっかぽかくらぶ

◎元気な笑顔教室

◇ヘルシー教室

14
◎笑顔教室（西古見）

15
○ぽっかぽかくらぶ

○1歳8ヶ月児健診

◎男の料理教室

16
○ぽっかぽかクラブ

○糖尿病教室1回目

○わくわくキッズ

◎笑顔教室（蘇刈）

17
○でぃ～うもろう会

（諸鈍）13；00～

○わくわくキッズ

4 5
○きゅら島コツコツ

継続コース

6 7
◎笑顔教室（阿鉄）

8
◎笑顔教室（節子）

9
◎笑顔教室（花天）

○でぃ～うもろう会

（芝）14：00～

24
○でぃ～うもろう会

(薩川）10：00～

○ベビーマッサージ

（要予約）

25 26
○きゅら島コツコツ継

続コース

27
○ぽっかぽかくらぶ

◎元気な笑顔教室

28
○ぽっかぽかくらぶｉｎ押

角

29
○ぽっかぽかくらぶ

◎男の料理教室

30
○ぽっかぽかくらぶ

31

18 19
○きゅら島コツコツ

継続コース

20
○特定健診・長寿健診

○ぽっかぽかクラブ

21
○特定健診・長寿健診

○糖尿病教室２回目

22
○特定健診・長寿健診

○ぽっかぽかくらぶ

○７ヶ月児健診

◎笑顔教室（手安）

23
○ぽっかぽかくらぶ

○ぽっかぽかくらぶ、きゅら島コツコツ継続コース、１歳８ヶ月児健診、７ヶ月児健診、特定健診・長寿健診

わくわくキッズ問合せは、保健福祉課　保健予防係 TEL0997-72-1068 （直通）

◎元気な笑顔教室、元気な足腰講座、脳の健康教室、男の料理教室、でぃ～うもろう会の問合せは、保健福祉課 地域支援係

℡0997-72-1153（直通）◇ヘルシー教室問合わせは、給付係ＴＥＬ0997-72-1068（直通）

11/1(土） 第１０回九州古仁屋高等学校同窓会・懇親会及び同窓会創立２０周年記念大会 鹿児島市

11/3(月） 自民党地方創生実行統合本部との意見交換会・懇親会 奄美市

11/4(火） 観光大使 辻正司氏・安倍総理夫人 昭恵氏　御一行歓迎懇親会 町内

11/5(水） 観光大使 辻正司氏・安倍総理夫人 昭恵氏　御一行　来庁に伴う懇談 庁舎応接室

平成26年度鹿児島県市町村長防災研修会 鹿児島市

平成26年度市町村政研修会 鹿児島市

平成26年第2回大島地区消防組合議会定例会

平成26年第2回奄美大島地区介護保険一部事務組合議会定例会

平成26年第2回大島農業共済事務組合定例会

平成26年第2回大島地区衛生組合議会定例会

11/9(日） ２０１４加計呂麻島ハーフマラソン 加計呂麻島

11/10(月） 掃海母艦うらが艦長 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

11/11(火） 平成２７年度予算編成説明会 庁舎会議室

11/12(水） 中央即応集団副司令官 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

鹿児島地方法務局奄美支局 支局長補佐 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

鹿児島運輸支局庁 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

NTT西日本鹿児島支店 来庁に伴う懇談 庁舎応接室

観光大使 辻智子氏 歓迎懇親会 町内

自衛隊統合幕僚長より感謝状贈呈式 防衛省

自衛隊音楽まつり 日本武道館

11/16(日） 平成26年度鹿児島瀬戸内会総会・敬老会 鹿児島市

11/17(月） 平成26年度鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会第2回定例会 鹿児島市

11/18(火） 名誉町民 徳田虎雄氏 表敬訪問 東京
11/19(水） 全国町村長大会 NHKホール
11/20(木） 瀬戸内町観光大使委嘱状贈呈式（久元祐子氏：国立音楽大学准教授 ピアニスト） 東京
11/24(月） 金子万寿夫代議士 国政報告会 奄美市
11/25(火） 第92回奄美空港ターミナルビル株式会社取締役会 奄美空港

ドクターヘリ配備要望に伴う鹿児島県知事表敬訪問 県庁
平成26年度大島本島南部振興協議会要望 県庁
地域行政懇話会
奄美群島地域産業振興基金協会理事会
奄美群島観光物産協会理事会
市町村長会
奄美群島広域事務組合・鹿児島大学包括連携協定締結式及び講演会

奄美群島広域事務組合議会定例会
合同懇親会

11/14(金）

11/26(水）

11/28(金） 奄美市

11/6(木）

11/7(金） 奄美市役所

11/13(木）



１月１１日（日） 瀬戸内町駅伝競走大会 広報せとうち(１２)

「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」

は 11 月に届け

られた分のう

ち、希望者のみ

を掲載していま

す。 (敬省略)

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住
所

島
田

彩あ
さ

陽ひ

正
吾

諸

数

高
木

莉り

央お

康
介

古
仁
屋

平

絆き
ず

希き

誠

阿
木
名

遠
山

乃の

愛あ

勲

古
仁
屋

三
原

慶け
い

成
じ
ょ
う

裕
成

嘉

鉄

清

優
喜
人

ゆ

き

と

一
喜

古
仁
屋

林

龍り
ゅ

牙う
が

達
也

古
仁
屋

日
髙

葵き

彩あ
や

友
宏

古
仁
屋

福

希
樹

い

つ

き

博
明

古
仁
屋

ご
結
婚お

め
で
と
う

名

前

本

籍

裕
作

諸

鈍

川
畑

真
子

古
仁
屋

達
也

奄
美
市

智
代

古
仁
屋

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

池
田

ノ
リ

８５

古
仁
屋

清
水

ノ
リ
子

９０

清

水

勇

テ
ル
ヱ

９５

蘇

刈

出
水

貞
夫

９５

古
仁
屋

出
水

フ
ミ

８９

古
仁
屋

山
下

修

７９

諸

鈍

穗
積

キ
ク
エ

９３

嘉

鉄

金
久

ヱ
イ
子

８５

諸

鈍

信
島

貞
勇

８４

与

路

豊

嘉
宏

７９

古
仁
屋

隆

サ
ス

９２

蘇

刈

徳
永

勝
三

８８

与

路

神
宮
司

ハ
ツ
エ

９４

油

井

重
稻

忍

９７

芝

上
野

富
夫

８６

徳
之
島
町

香
典
返
し(

社
協
へ)

（
１１
月
分
）

（
遺
族
）

（
故
人
）(

住
所) 

栄

忠
治

忠
則

春

日

池
田

良
二
ノ

リ

子

船

津

出
水

勝

貞
夫
フ
ミ
宮
前

清
水

廣
之
ノ

リ

子

清

水

渡

村
子
穂
積
キ
ク
エ

松
江

神
宮
司
久
隆
ハ
ツ
エ

油

井

山
下

俊
子

修

諸

鈍

徳
永

タ
キ

勝
三

与

路

隆

啓
子

サ
ス

蘇

刈

総
合
計
金
７
５
，
０
０
０
円
也

広
報
紙
郵
送
料

（
氏
名
） 

 
 
 
 
(

住
所) 

沖

秀
広

一
万
円

大
阪
府

徳
永

勝
也

五
千
円

大
阪
府

皆
様
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら

れ
た
仕
組
み
で
す
。
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に

加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま
す
。
年

金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金
や
遺
族
年

金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死

亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族
（「子
の
あ
る
配
偶
者
」や
「子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

「学
生
納
付
特
例
制
度
・若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
以
下
の
場
合
、
ま
た
学
生
で
な
い
三
十
歳
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
に
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
町
役
場
ま
た

は
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー



広報せとうち(１３)    １月１１日（日） 瀬戸内町駅伝競走大会

～

防

衛

基

盤

の

育

成

～

１１
月
１４
日
、
房
克
臣
町
長

が
、
か
ね
て
か
ら
国
の
防
衛
と

自
衛
隊
の
任
務
の
重
要
性
に
深

い
御
理
解
を
示
さ
れ
防
衛
基
盤

の
育
成
に
尽
力
さ
れ
、
特
に
国

内
に
お
け
る
統
合
実
働
訓
練
に

お
い
て
、
自
衛
隊
の
離
島
防
衛

訓
練
の
意
義
を
深
く
認
識
さ
れ
、

関
係
自
治
体
及
び
地
元
住
民
へ

の
理
解
・
協
力
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
自
衛
隊
の
統
合
運
用
に
必

要
な
基
盤
の
充
実
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
防
衛

大
臣
命
令
の
執
行
者
と
し
て
、

自
衛
隊
を
代
表
し
て
、
統
合
幕

僚
長

海
将

河
野
克
俊
氏
よ
り

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

～
築
こ
う
文
化
の
香
り
高
い
町
～

１１
月
１５
日
～
１６
日
、
第
３９

回
瀬
戸
内
町
文
化
祭
（
町
教
育

委
員
会
・
町
文
化
協
会
主
催
）

が
、
清
水
運
動
公
園
総
合
体
育

館
に
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１５
日
か
ら
始
ま
っ
た
展
示
コ

ー
ナ
ー
に
は
、
町
内
の
学
校
や

施
設
・
各
種
教
室
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
絵
画
や
作
文
、
生
け
花
な

ど
の
作
品
が
多
数
並
び
、
訪
れ

た
人
々
は
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。
１６
日
は
舞
台
発
表
が

あ
り
、
島
唄
・
金
管
バ
ン
ド
・

ホ
ノ
ホ
シ
太
鼓
な
ど
、
大
勢
の

観
客
に
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

～
各
学
校
を
代
表
し
て
～

１１
月
１８
日
、
町
中
学
校
弁

論
大
会
・
英
語
暗
唱
大
会
が
中

央
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
の
各
中
学
校
か
ら
弁

論
大
会
（
１１
名
）
・
英
語
暗
唱

大
会
（
１１
名
）
に
生
徒
が
出
場

し
、
自
分
の
将
来
の
こ
と
、
家

族
の
こ
と
な
ど
を
、
５
分
間
と

い
う
制
限
時
間
の
中
で
、
堂
々

と
発
表
し
ま
し
た
。

町
弁
論
大
会
審
査
結
果

最
優
秀
賞
（
古
仁
屋
中
学
校
）

３
年

町
田

菜
実
喜

英
語
暗
唱
大
会
審
査
結
果

最
優
秀
賞
（
与
路
中
学
校
）

２
年

本
山

愛
子

～

南

西

諸

島

ク

ル

ー

ズ

～

１２
月
７
日
、
日
本
最
大
の
豪

華
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
寄
港
し

ま
し
た
。
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
は

沖
停
泊
の
た
め
、
船
内
に
て
行

わ
れ
、
船
長
ほ
か
関
係
者
へ
花

束
贈
呈
と
町
観
光
協
会
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
訪
れ
た
乗
客
ら
は
、
奄

美
大
島
南
部
半
日
観
光
・
加
計

呂
麻
島
観
光
に
分
か
れ
、
南
国

の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
ま
し

た
。
ま
た
、
停
泊
中
は
一
般
見

学
が
実
施
さ
れ
、
見
学
者
は
船

内
と
は
思
え
な
い
映
写
室
や
豪

華
な
調
度
品
が
並
ぶ
フ
ロ
ア
を

見
て
「
一
度
は
乗
っ
て
み
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

～
歩
行
者
天
国
で
商
店
街
賑
う
～

１２
月
７
日
、
せ
と
う
ち
町
商

工
ま
つ
り
（
瀬
戸
内
町
商
工
会

主
催
）
が
中
央
通
り
特
設
会
場

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、

ス
テ
ー
ジ
の
各
種
催
し
、
屋
台
、

綱
引
き
大
会
な
ど
、
多
く
の
参

加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
回
は
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ

ー
も
開
催
さ
れ
、
解
体
さ
れ
た

マ
グ
ロ
は
無
料
で
参
加
者
に
配

ら
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
綱
引
き
大
会
は
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は

た
く
さ
ん
の
声
援
に
沸
い
て
い

ま
し
た
。

統

合

幕

僚

長

感

謝

状

町

弁

論

・

英

語

暗

唱

大

会

せ
と
う
ち
商
工
会
ま
つ
り

瀬

戸

内

町

文

化

祭

飛

鳥

Ⅱ



１月１１日（日）町駅伝競走大会 広報せとうち(１４)
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　　　　 快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト

　　・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理 家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

　　・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等 　収　集　運　搬

（　有　）　瀬　戸　内　清　掃 　      １袋からタンス・ベッドその他まで

代表取締役　　　牧　　　学 お　気　軽　に　お　電　話　下　さ　い

　　事務所　 　７２－３９７３　　　　 　７２－３７１４　　　 　７２－０７５４

法律相談会（無料）のご案内

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日時及び場所】

１月１５日(木) 午前１０時～午後１時 中央公民館
※本相談会での直接受託は原則行いません。

  正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【問合せ先】瀬戸内町商工会青年部 

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：伊地知）


